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（青森県） 

昭和 38 年 5 月 5 日“発行 

発行所五所川原市役所 印刷所陸奥印刷株式会社 

会 38年度予算のあらまし 
昭不034年 4 月財政再建準用団体の指定を受けて赤字解

消を計画し、今日まで鋭意赤字解消計画額の消化につ

とめておりますので、昭和38年度の予算も財政再建計

画に基き、548. 493・969円の収支均衡予算により、建

全財政の確保と、行政水準の向上を図り、市民の福祉

向上を目途として編成しました。 

~ 才 	入~ 

才入はすべて収入可能なも

ののみを計上し、算出基礎

の明らかでないものについ

ては、その計上は極力さけ

はつきりしたものにしたが

その結果、市税は自然増収

などで15.606千円、地方交

付税は単位費用の引上げに

より23.906千円の増収とな

り、総額においては前年度

当初に比べて 137. 599円の

増となりました。 

~ 才 	出 ~ 

才出については無駄な経費は一切

はぶくという意味から、消費的経

費はできるだけおさえたが人事院

勧告による職員の給与改訂に伴な

う増および、物価の値 Eりにより

前年度に比べて59.008千円の増と

なり、投資的経費については消費

的（経常的支出）の増によつて財

源の面から緊急度の高い事業を優

先的にとりあげ、なお事業実施可

能なもののみ計上したため20. 389 

千円の減となりました。 また公債

費は据買期間の終りによる長期債

の元金償還の開始により 8.980千

円の増となり総額で 37.599 千円

の増となりました。 

（岸ィ立サ円） 
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消 防 団 

観闘式終る 
市長が人員、服装、機械器具の検

閲をおこなつたあと、自衛隊第九

師団音楽隊を先頭に大町通りをパ

レード、北斗

グランドでマ

トイ振り、特

別参加の市消

防署機動隊、 

種井女子消防

協力隊のポン

プ操法などお

こなわれたあ

と、岩木川河

畔で一斉放水

演習をおこな

い、ふたたび

北生グランド

に集合して表

彰式、講評訓

示、などあつ

て正午閉会し

ました0 

五所川原市消防団恒例の定

期観閲式は21日、県消防協

会長ら来賓多数が臨席、団

員 1 .500余名が参加して盛

大におこなわれました。 

同日は午前8時、集合サイレ

ソの合図で各分団ごとに北斗グ

ラント長集合、観閲官、佐々木 

、
J
ノ
 z

 

城
 

梅 沢 

旧 七 和 

都合で予定日に検査
出来なかつた方 

区
 

旧三好全域 

検査場所 

旧飯詰全域 

毘沙門へー長富 

旧長橋全域 

元町、大町、柳町、末広
町、栄町、鎌谷町、敷島
町、新宮、錦町、幾島町
旭町、下平井町、平和町
官公庁、学校 

田町、弥生町、東町
本町、岩木町、柏原町
平井町、上平井町、 
中平井町、布屋町、 
新町、寺町、川端町 

旧松島全域、旧栄全域
旧中川全域、小曲 

五所川原市
中央公民舘 

間
 

時
 

五所川原市
中央公民舘 

三好支所 

五所川原市
中央公民舘 

午前9時～3時 

午前 9時～12時 

午后 1時～3時 

計量器定期検査 日 程 

日
 
日
 

日
 

a
J
 

月
 

3 月 14日 午前9時～3時 

5月 13日午前 CI時～ 3時電質雲鷺 

5月 15日 

5月 16日 

5月 16日 

月
 

5
 
5月 9日 午前9時～12時 飯詰支所 

に ar、t, 	I,-. 	,n I. 	。III一 	毘 	沙 	I"I 5 月 Q日 午后1 時～ 3時ーと名薪塩品二 
' ,JJH 	-JJH 	I Il_IIIl丁 -IIl丁 	) 'j 太田製米所方 

5月 10日 午前9時～12時 長橋支所 

5月 10日 午后1時～3時 梅沢支所 

5月 11日 午前9時～12時 七和支所 

行

政
苦

情

相

談

員

に
 

浜
舘
八
郎
氏
再
任
 

か
ら
の
申
出
に
よ
つ
て
さ
つ
そ

く
こ
れ
を
関
係
行
政
機
関
に
あ

つ
せ
ん
し
て
解
決
を
図
り
、
そ

の
結
果
を
委
員
を
通
じ
て
申
出

者
に
回
答
す
る
こ
と
に
な
つ
て

お
り
ま
す
。
 

工
事
請
負
希
望
者
は

指
名
願
い
の
提

出
を
 

市
が
施
行
す
る
工
事
の
請
負
を

希
望
す
る
方
は
、
指
名
願
い
に

経
歴
書
、
そ
の
他
必
要
書
類
を

添
え
て
申
し
出
で
下
さ
い
。
 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い

て
は
建
設
課
へ
お
間
い
台
せ
下

さ
い
。
 

体

操

祭

1
9日
 

北
斗
グ

ラ
ン
ド

で
 

市
体
育
協
会
で
は
日
本
体
操
祭

五
所
川
原
大
会
を
十
九
日
 
（
日

曜
日
）
午
前
九
時
か
ら
北
斗
グ

ラ
ン
ド
で
お
こ
な
い
ま
す
。
 

こ
の
体
操
祭
の
参
集
範
囲
は

市
内
小
、
中
、
高
校
生
、
官
公

庁
職
員
、
会
社
工
場
、
事
業
場

の
勤
労
者
、
青
少
年
団
体
、
婦

人
団
体
、
そ
の
他
一
般
社
会
人

と
な
つ
て
お
り
、
種
目
は
ラ
ジ

オ
体
操
、
徒
手
体
操
、
フ
オ
ー
 

ク
ダ
ン
ス
、
機
械
体
操
と
な
つ

て
お
り
ま
す
。
 

な
お
十
九
日
雨
天
の
場
合
は

二
十
六
日
に
延
期
に
な
り
ま
す
 

や
め
よ
う
密

造
酒
 

税
 
務
 
署
 

こ
れ
か
ら
田
植
期
に
な
り
ま
す

と
密
造
酒
が
多
く
出
廻
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
身
体
に
悪
く
、
か

え
つ
て
不
経
済
と
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
造
つ
た
り
、
売
つ
た

り
す
る
こ
と
は
勿
諭
、
貰
つ
て

も
，
飲
ん
で
も
持
つ
て
い
て
も

処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
お

り
ま
す
の
で
こ
の
よ
う
な
密
造

酒
は
お
互
に
注
意
し
て
や
め
る

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

情の国すに 行
や苦民 る 関政 

意
見
要
望
を
聴
き
、
こ
れ
を
解

決
あ
つ
せ
ん
し
、
明
る
い
行
政

の
実
現
を
図
る
目
的
で
，
青
森

行
政
監
察
局
で
は
県
内
各
市
町

村
で
随
時
巡
回
行
政
苦
情
相
談

所
を
開
い
て
、
行
政
に
対
す
る

国
民
の
苦
情
解
消
に
努
め
て
来

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
こ
の
窓
ロ

を
ひ
ろ
げ
国
民
の
み
な
さ
ん
が

手
軽
に
相
談
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
、
当
市
で
三
十
七

年
中
は
市
内
大
町
浜
舘
八
郎
氏

が
行
政
管
理
庁
長
官
か
ら
行
政

相
談
員
に
委
嘱
さ
れ
、
み
な
さ

ん
か
ら
の
苦
情
等
の
受
付
業
務

に
当
つ
て
来
ま
し
た
が
、
今
年

度
も
同
氏
が
引
続
き
委
嘱
を
う

け
ま
し
た
の
で
、
苦
情
や
意
見

要
望
の
あ
る
方
は
ご
遠
慮
な
く

気
軽
に
同
委
員
に
申
出
て
く
だ

さ
い
。
 

青
森
行
政
監
察
局
師
は
委
員
 



学童を交通事故から 

黄色の帽子贈る 
ようーー 、
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適
量
の
水
を
飲
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】】
 
ん
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れ
ば
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胃
液
の
分
必
を

！
可
よ
 
盛
ん

に
し
て
、
 

』
」
《
”
・
！
 
食
欲を
増
進
さ

＜
」
O
＜
 
せ
る
こ
と
に
役

立
つ
が
、
水
分
が
多
す
ぎ
る
と

逆
に
胃
液
を
う
す
め
て
消
化
作

用
を
さ
ま
た
げ
る
、
こ
と
に
な

り
ま
す
。
 

こ
の
ほ
か
、
血
液
量
を
増
加

さ
せ
て
血
液
を
高
め
た
り
、
ま

た
ム
ク
ミ
の
も
と
に
な
つ
た
り

じ
ん
臓
、
心
臓
病
、
か
つ
け
な
 

ど
を
悪
化
さ
せ
た
り
し
ま
す
。
 

水
を
飲
み
す
ぎ
る
と
、
ふ
だ
ん

健
康
な
者
で
も
胃
腸
障
害
や
下

痢
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
り
，
体

内
の
酸
化
作
用
を
促
進
す
る
の

で
、
疲
労
の
度
を
増
す
こ
に
と
 

な
り
ま
す
。
 

登
山
の
時
や
、
激
し
い
作
業

の
と
き
 
水
を
あ
ま
り
飲
ま
な

い
よ
う
に
す
る
の
は
こ
の
た
め

で
あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
水
の
摂
取
量
が
極
端

に
少
な
い
と
き
に
は
、
体
液
が

濃
く
な
り
、
食
欲
不
振
、
は
き

気
が
し
て
、
死
ぬ
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
 

と
う
』
 
 
と
大
喜
び
。
 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
、
 

五
月
十

一
日
か
ら
二
十
日
ま
で

全
国

一
斉
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

今
年
の
目
標
は
『
正
し
い
運

転
の
尊
守
』
、『
正
し
い
歩
行
の

励
行
』
、『
児
童
、
幼
児
の
安
全

確
保
』
、『
雇
用
者
等
の
義
務
観

念
の
向
上
』
、『
踏
切
道
安
全
通

行
の
徹
底
』
、
『
交
通
環
境
の
整

備
』
 の
六
項
目
で
あ
り
ま
す
こ

の
各
項
目
を
よ
く
考
え
て
見
ま

す
と
い
づ
れ
も
交
通
事
故
を
起

す
原
因
と
な
る
も
の
ば
か
り
で

あ
り
ま
す
。
 

県
内
の
昨
年
中
の
交
通
事
故

は
二
一
二
五
件
で
死
者
は

一
五

四
名
、
傷
者
は

一
八
五
八
名
、
 

物
の
損
害
は
六
六
〇
八
万
円
で

あ
り
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
警
察
署
管
内
で
は

九
八
件
の
事
故
が
発
生
し
て
お

り
、
こ
の
事
故
で
死
亡
し
た
人

は
二
名
、
傷
者
は
一
二
〇
名
、
 

物
の
損
害
は
ニ

一
八
万
円
と
な

つ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
事
故
を
検
討
し
て
み
ま

す
と
、
自
動
車
の
運
転
者
が
徐
 

行
す
べ
き
場
所
を
徐
行
し
な
か

つ
た
た
に
め
お
き
た
事
故
は
全
 
 

体
の
 
三
〇

・七
％
を
示
し
て

一

番
多
く
、
つ
い
で
酒
飲
み
運
転

に
よ
る
も
の
が
 
一
〇

・
五
％
、
 

無
免
許
運
転
に
よ
る
も
の
が
七
 

・

六
％
、
 追
い
起
し
不
適
当
に

よ
る
も
の
が
六
％
、
そ
の
他
安

全
運
転
を
怠
つ
た
も
の
が
一
一
一
 

・

三
％
と
な
つ
て
お
り
ま
し
て

ほ
ど
ん
と
が
正
し
い
運
転
を
し

な
か
つ
た
た
め
に
お
き
て
い
る
 

児
童
を

交
通
事

故
か
ら

守
る
た

め
、
市

で
は
今

年
も
市

内
全
小

学
校
の

一
年
生
 

】
〇
四

〇
名
に

黄
色
の

安
全
帽

を
贈
り

ま
し
た

こ
の
贈

呈
式
は

さ
る
十

七
日
か
 

ら
各
学
校
ご
と
に
お
こ
な
わ
れ
 
 

の
で
あ
り
ま
す
。
 

そ
れ
に
歩
行
者
が
正
し
く
右

側
通
行
を
し
な
か
つ
た
り
、
児

童
、
幼
児
達
が
道
路
で
遊
ん
で

い
た
り
、
道
路
に
突
然
と
び
だ

し
た
り
し
て
事
故
の
被
害
者
に

な
つ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
り

ま
す
。
 

ま
た
踏
切
り
で

一
時
停
止
を

せ
ず
に
、
列
車
と
衝
突
し
て
悲

惨
な
事
故
の
犠
性
者
と
な
つ
て

い
る
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
も
充

分
ご
ぞ
ん
じ
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
種
の
違
反
も
な
か

な
か
無
く
な
ら
な
い
こ
と
は
本

当
に
遺
憾
な
こ
と
で
あ
り
ま
す

道
路
の
こ
と
に
つ
い
て
申
し
あ
 

ま
し
た
が
十
七
日
に
は
佐
々
木

市
長
も
出
席
、
五
小
校
、
南
小

校
の
児
童
一
人
一
人
に
黄
色
の

帽
子
を
か
ぶ
せ
て
や
り
、
児
童

た
ち
も
『
黄
色
の
帽
子
あ
り
が
 

季
節
保

育
所
 

1
5日か
ら
開
設
 

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
農
繁
期
が

や
つ
て
き
ま
す
。
 し
か
し
こ
の

時
期
に
な
る
と
毎
年
の
よ
う
に

幼
児
の
水
死
事
故
、
交
通
事
故

な
ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

市
で
は
こ
の
対
策
と
し
て
、
 

毎
年
、
民
生
委
員
婦
人
会
等
の

協
力
を
得
て
季
節
保
育
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
が
今
年
も
十
五

日
ご
ろ
か
ら
二
十
日
間
の
予
定

で
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
ご
利
用
ね
が
い
ま
す
。
 
 

げ
て
み
ま
す
と
、
旧
市
内
の
繁

華
街
は
特
に
道
路
巾
が
せ
ま
い
 

の
に
、
道
路
を
自
分
の
私
有
地

と
で
も
考
え
て
お
り
ま
す
の
か

荷
物
を
道
路
に
山
の
や
う
に
積

み
重
ね
て
お
い
た
り
、
自
動
車

を
何
時
間
も
放
直
し
て
お
い
た

り
、
そ
う
で
な
く
て
も
せ
ま
い

道
路
を
い
や
が
う
え
に
も
せ
ま

く
し
て
交
通
の
妨
害
を
し
て
い

る
業
者
も
み
う
け
ら
れ
ま
す
が

一
日
も
早
く
家
の
前
を
と
り
か

た
づ
け
て
道
路
巾
員
を
充
分
に

確
保
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で

あ
り
ま
す
。
 ×

 
×
 

海
外
移
住
者
募
集
 

希
望
者
は
農

商
課
へ
 

海
外
移
住
と
い
え
ば
ブ
ラ
ジ
ル

を
連
想
す
る
ほ
ど
日
本
に
は
な

じ
み
の
深
い
国
で
す
。
 

日
本
人
が
ブ
ラ
ジ
ル
へ
移
住

し
た
の
は
明
治
四
十
一
年
以
来

で
す
か
ら
、
約
五
十
年
経
つ
て

い
る
わ
け
で
す
。
現
在
四
十
五

万
人
の
日
系
人
が
コ

ー
ヒ
ー
を

中
心
に
い
ろ
い
ろ
な
農
産
物
の

栽
培
に
従
事
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
国

の
産
業
経
済
に
大
い
に
貢
献
し

て
お
り
ま
す
。
 

な
か
で
も
日
本
人
が
主
体
と

な
つ
て
経
営
し
て
い
る
『
コ
チ
 

7
産
業
組
合
』
は
五
千
六
百
人

の
組
合
員
を
有
し
、
そ
の
生
産

物
の
輸
出
額
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
国

総
輸
出
額
の
六
〇
％
を
超
え
る

実
績
を
あ
げ
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
政

府
ょ
り
賞
讃
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
状
態
で
す
か
ら

常
に
人
手
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て

お
り
、
日
本
か
ら
の
単
独
、
あ

る
い
は
若
夫
婦
の
移
住
を
ま
つ

て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
募
集
は
一
年
中
お
こ
な

つ
て
い
ま
す
か
ら
、
移
住
を
志

す
方
々
は
い
つ
で
も
市
役
所
農

林
商
工
課

へ
ご
相
談
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
 

一
 全
国

交

通

安
全

運

動
 

正
し
い
運

転

・
正
しい
歩

行
 

1
1日

か
ら
  
2
0日
ま

で
 



五 警 署 

市内の交通規制 
	11日から実施 

市

行
政

連
絡
員
 

一
一
九
名
を
任
命
 

三
十
八
年
度
の
市
行
政
連
絡
員

辞
令
交
付
式
は
四
月
十

一
日
、
 

中
央
公
民
舘
で
お
こ
な
わ
れ
、
 

つ
ぎ
の
方
々
が
行
政
連
絡
員
と

し
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
 

五
所

川
原
地

区
 

坂
本
憲
泰
（
錦
町
）
、飛
島
孝
一
 

（
幾
島
町
）
、
 
岩
谷
善

一
（
柏原

町
）
、
 気
田
勝
治
（
上平
井
町
）
 

大
村
秀
四
郎
（
中
平
井
町
）
、平

山
幸
三
（
平
井
町
）
、工
藤
次
栄
 

（
敷
島
町
）
、佐
A
木
友
夫
（
旭

町
）
、
 斎
藤
得
七
（
大
町
）
、
田

中
文
蔵
（寺
町
、
岩
木
町
）
、
山

川
祐
次
郎
（新
宮
、
末
広
町
）
、
 

小
野
清
茂
（
末
広
町
）
、堀
内
貞
 

1
n（
本
町）
、寺
田
清
（
鎌
谷
町
）
 

小
野
健
造
（
弥
生
町
）
、高
橋
武

一
（
東
町）
、
毛
内
金
次
郎
（
川

端
町
）
、金
沢
定
雄
（
成
田
町
）
 

高
橋
賢
次
郎
（
柳
町
）
、野
呂
卓

弥
（
柳
町）
、小
田
桐
勇
（
元
町
）
 

下
山
金
四
郎
（
田
町
、
栄
町
）
、
 

田
中
佐
蔵
（
田
園
調
布
）
、東
海

林
昭
三

（
平
和
町
）
、
 
前
田
貢
 

（
十
川
町
）
、
 木
村
隆
太
郎
（
新

町
）
、
 寺
田
三
次
郎

（
下
平
井

町
）
、
中
野
鉄
雄
（
東
雲
町
）
、
 

小
栗
山
三
郎
（
小
曲
）
。
 

栄
 
地
 
区
 

熊
谷
宇
三
郎
（
湊
）
、鹿
内
幸
市
 

（
同
）
、小
田
桐
七
郎
（
湊
団
地
）
 

藤
田
義
雄
（
姥
落
）
、木
村
智
名

男
（
猫
淵
）
、
 藤
田
藤
太
郎
（
」1
 

ッ
谷
）
、山
田
武
雄
（
稲
実
）
、
 

成
田
長
四
郎
（
同
）
、
山
田
専
太

郎
（
広
田
）
、
 
一
戸
源
次
（
広
田
）
 

白
戸
儀
逸
（
七
ッ
舘
）
、成
田
酉

造
（
同
）
。
 

中

川
地
区
 

吉
岡
勘
十
郎
へ
川
山
）
、
佐
藤
定

市
（
同
）
、
 小
野
末
太
郎
（
沖
飯

詰
）
、
 笠
井
長
四
郎
（
桜
田
）
、
 

小
野
泰
太
郎
（
中
泊
）
、高
橋
昌

造
（
種
井
）
、
 小
笠
原
又

一
（
田

川
）
、
原
定
五
郎
（
新
宮
）
、
佐

々
木
金
次
郎
（
長
橋
）
 

三

好
地
区
 

相
馬
健
蔵
（
鶴
ケ
岡
）
、対
馬
業
 
 

行
（
同
）
、小
林

1
二
三
（同
）
、
 

青
山
金
作
（
藻川
）
，川
浪
長
五

郎
（
同
）
、川
浪
勇
一
（
同
）
、
 一

戸
良
秋
（
同
）
、渋
谷
宇
作
（
高

瀬
）
、
小
笠
原
兼
吉
（
福
井
）
、
 

長

橋
地
区
 

秋
田
善
吉
（
浅井
）
、須
藤
徳
一
 

（
福
山
）
、三
上
長
幸
（
同
）
、土

岐
賢
次
郎
（
杉
派
立
）
、石
岡
清

次
郎
（
野
里
）
、松
野
岩
雄
（
神

山
）
、
長
尾
慶
作
（
松
野
木
）
、
 

片
岡
肇

（福
泉
）
、
 間
山
良
作
 

（
若
山
）
、横
山
岩
太
郎

（
石
田

坂
）
、中
山
幸
一

（
戸
沢）
、中

川
竹
次
郎
（
豊
成
）
 

松

島
地
区
 

寺
田
十
三
雄
（
吹
畑
）
、太
田
修

司

（
唐
笠柳
）
、
 寺
田
市
太
郎
 

（
石
岡
）
、太
田
秀
二
郎

（
水野

尾
）
、
 笹
森
登

一
（
同
）
、吉
村

嘉
右
工
門
（
漆
川
）
、荒
関
利
雄
 

（
太
刀
打
）
、高
杉
勇

一
（
太
刀

打
）
、
小
野
徳
衛
門
（
一
野
坪
）
 

小
野
千
代
造
（
同
）
、三
浦
柾
市
 

（
同
）
、対
馬
健
二
郎
（
馬性
）
、
 

工
藤
武
男
（
金
山
）
、太
田
源
之

亜
（
同
）
、材
田
定
次
郎
（
同
）
 

飯

詰
地
区
 

前
田
勘
四
郎
（
坂
の
上
、
南
新
）
 
 

和
島
豊
吉
（
北
新
、
中
町
）
、
 

三
浦
四
郎
（新
町
、
大
町
）
、
横

山
政
吉
（
伝
助
町
、
下
町
）
、竹

林
政
吉
（
上
町
、
下
町
、
寺
町
）
 

其
田
豊

一
 （
大
日
町
、
大
正
町

五
本
松
）
、
竹
林
誠

一
（
南
下
、
 

北
下
、
中
下
）
、
葛
西
兵
市
（
長

坂
、
味
咽
ケ
沢
）
、
 其
田
良
逸
 

（
東
岩崎
、
西
岩
崎
）
、近
藤
七

郎
（
曙
町
）
、太
田
源
亜

（
興
隆

朝
日
）
 

七
 
和
地
区
 

浅
利
清
四
郎
（
高
野）
、今
専
之
 

助
（
同
）
、斎
藤
定
吉
（
前
田
野

目
）
、新
谷
彦
司
（
同
）
、
 
阿
部

兵
太
郎
（
持
子
沢
）
、宮
崎
称
七

郎
〔
羽
野
木
沢
）
、
 阿
部
源
蔵
 

（
原
子
）
、斎
藤
藤
雄
（
同
）
、外

崎
松
四
郎
（
俵
元
）
 

毘

沙

門

地
区
 

北
川
明
（
毘
沙
門
）
、
成
田

一
雄
 

（
同
）
、三
ケ
田
武
雄
（
同
）
、山

口
清
（
同
）
、山
口
勇
次
郎

（
長

富
）
、
藤
森
万
四
郎
（
同
）
、
 
桜

井
徳
三
郎
（同
）
 

梅
沢

地
区
 

戸
沢
辰
五
郎
（
上
梅
田
）
、鈴
木

長
松

（
中
梅
田
）
、
 竹
谷
喜
八
 

（
下
梅
田
）
、
関
勝
衛
（
中泉
）
、
 

神
誠
（
同
）
 

五
警
署
で
は
市
内
の
交
通
規
制

に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
検
討
を
 

、
 一
 

‘
、
 

加
え
て
き
た
の
で
す
が
、
そ
の

一
部
改
正
、
新
設
、
指
定
解
除

に
つ
い
て
四
月
十
八
日
告
示
さ

れ
、
今
月
十
一
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
交
通
規
制
は
例
年
増
加

し
て
い
る
交
通
事
故
を
防
止
す

る
た
め
、
や
む
を
得
ず
取
ら
れ

た
最
小
限
度
の
措
置
で
あ
り
ま

す
の
で
、
関
係
機
関
各
業
者
、
 

な
ら
び
に
自
動
車
運
転
者
、
そ

の
他
一
般
市
民
の
み
な
さ
ん
の

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
ね

が
い
し
ま
す
。
 

〇
車
両
の
曝
曜

度
）
 

五
農
高
校
前
か
ら
本
町
丸
大
角

ま
で

一
五
〇
〇
米
、
三
五
キ
ロ
 

（
三〇
キ

ロ
）
 

口
ー

タ
リ
  ー
か
ら
下
平
井
町
1
1
1
 

叉
路
ま
で
八
七
〇
米
、
四
〇
キ
 

ロ
 

（
三
五
キ
ロ
）
 

口
ー
タ
リ
ー
か
ら
布
屋
町
通
り
、
 

六
〇
〇
米
、
四
〇
キ
ロ
 

（
三
五
キ
ロ
）
 
 

駅
前
か
ら
乾
橋
ま
で
六
〇
〇
米
 

三
五
キ
ロ
 

（1
1
1
〇
キ

ロ
）
 

七
ッ
舘
鳴
海
油
店
前
か
ら
浅
井

稲
荷
神
社
ま
で

一
二
〇
〇
米
 

四
〇
キ
ロ
 
（
新設
〕
 

柏
原
か
ら
郵
便
局
前
通
り
下
平

井
町
ま
で
五
〇
〇
米
、
指
定
解
 

除
 

（1
1
1
〇
キ

ロ
）
 

〇
駐

車
禁
止
 

午
前
七
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で

新
町
、
本
町
通
り
（
東
北
電
力

角
か
ら
丸
大
角
ま
で
）
六
百
米

が
駐
車
禁
止
区
間
と
な
り
ま
す
 

〇

一
時
停
止
 

平
和
町
市
営
住
宅
角
、
新
町
増

田
病
院
角
、
旭
町
角
弘
角
、
敷

島
町
橋
本
タ
イ
ヤ
角
、
同
菊
地

ツ
ー
ト
店
角
 

以
上
が
新
し
く
一
時
停
止
と

な
り
ま
す
。
 

ま
た
五
農
高
校
前
か
ら
本
町

丸
大
角
ま
で
の
国
道
は
追
越
禁

止
と
な
り
ま
す
。
 

お

知
ら

せ
 

国
民
年
金
手
帳
に
結
婚
記
念
写

真
二
枚
入
つ
て
い
ま
し
た
。
 

写
真
の
裏
面
に
は
『
真
言
宗

寺
結
婚
式
』
 
『
小
松
川
自
宅
に

て
』
と
ペ
ン
書
き
さ
れ
て
い
ま

す
。
 お
心
当
り
の
方
は
市
役
所

国
民
年
金
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
 

一
  
編

集

後

記
 

長
い
間
皆
さ
ん
と
な
じ
ん
で

き
た
『
五
所
川
原
市
広
報
』
は

今
回
か
ら
題
字
も
『
市
政

ニ
ユ
 

ー
ス
』
と
変
え
て
、
装
お
い
を

新
た
に
し
、
月
三
回
皆
さ
ん
に

お
目
み
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
前
に
も
増
し
て
ご
愛
顧

の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

な
お
近
日
中
に
表
紙
を
差
し

上
げ
ま
す
か
ら
、
必
要
な
こ
と

は
あ
と
で
読
み
か
え
す
ょ
う
大

切
に
綴
つ
て
保
存
し
て
下
さ
い
 

く
‘
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